
多面的
機能支
払交付
金と同
一施設

賃借権設
定・農作
業の委託

既荒廃農
用地の復

旧

既荒廃農
用地の林
地化

既荒廃
農用地
の保全
管理

農地の
法面管理

柵、ネッ
トの設置
等鳥獣被
害防止

限界的農
地の林地

化

簡易な基
盤整備

担い手の
確保

地場農産
物の加
工・販売

土地改良
事業

自然災害
を受けて
いる農用
地の復旧

地目
変換

その他
水路の
管理

農道の
管理

その他の
施設の
管理

1 西地集落協定 10割 181,252 3,806,292 24 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 長野集落協定 10割 115,619 2,427,999 26 〇 〇 〇 〇

3 磯原集落協定 10割 111,024 2,331,504 21 〇 〇 〇 〇

4 日南集落協家 10割 51,323 690,383 17 〇 〇 〇 〇

計 459,218 9,256,178 88 1 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 3

周辺林
地の下
草刈り

土壌流亡に配
慮した営農

棚田
ｵｰﾅｰ
制度

市民農
園等の
開設・
運営

体験民宿
（ｸﾞﾘｰ
ﾝ・ﾂｰﾘｽﾞ

ﾑ）

景観作物
の作付け

魚類・昆
虫類の保

護

鳥類の餌
場の確保

粗放的畜
産

堆きゅう
肥の施肥

拮抗作物
の利用

合鴨・鯉
の利用

輪作の徹
底

緑肥作物
の作付け

集落内の
実施体制
の整備

新たな人
材の確保

再生可能
な所得の
確保

営農組織
の育成

高付加価
値型農業

生産条件
の強化

担い手へ
の農地集

積

1 西地集落協定 〇 〇

2 長野集落協定 〇 〇

3 磯原集落協定 〇 〇

4 日南集落協家 〇 〇

計 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0

作成状況

担い手
への作
業受委
託

新規就農者等
による農業生

産
加工・販売

消費・
出資の
呼び込
み

持続的な
体制整備

その他
集落戦略
の作成

地図の作
成

話合いの
開催

耕作を継
続

全ての委
託希望は
受けられ
ない

担い手が
確保でき
ていない

耕作条件
の悪い農
地がある

水路等の
管理が負

担
鳥獣被害

集落の自
治機能が
低下

その他
対策は不

要

協定内で
担い手を
確保

協定外で
担い手を
確保

基盤整備
農産物の
高付加価
値化

1 西地集落協定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 長野集落協定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 磯原集落協定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 日南集落協家 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計 0 0 0 0 4 0 4 4 4 0 1 3 4 3 3 1 4 0 4 1 3 1

令和3年度室戸市中山間地域等直接支払交付金実施状況

1.耕作放棄地の防止等の活動 2.水路、農道等の管理活動

農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項

番
号

集落協定名 割合
協定締結
面積総計

交付金額
協定
参加
人数

番
号

集落協定名

番
号

集落協定名

1.国土保全機能を高め
る取組

目指すべき将来像 将来像を実現するための活動方策

集落マスタープラン

将来像を実現するための活動方策

集落マスタープラン 集落戦略作成に向けた活動状況

将来像を踏まえた集落の現状作成に向けた活動状況 対応の方向性

その他

多面的機能を増進する活動

2.保健休養機能を高める取組 3.自然生態系の保全に資する取組



新規作
物の導
入

労働負担の軽
減

林地化
放牧利
用

鳥獣被害
防止対策

集落自治
機能の強

化
その他

農地所有
適格法人
が支援

ＪＡが支
援

集落営農
組織が支

援

農業者が
支援

協定参加
者で役割
分担

その他

1 西地集落協定 〇 〇

2 長野集落協定 〇 〇

3 磯原集落協定 〇 〇

4 日南集落協家 〇 〇 〇 〇 〇

計 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 2 4 1

番
号

集落協定名

集落戦略作成に向けた活動状況

将来像を踏まえた集落の現状 農業生産活動等の継続のための支援体制


